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安芸の小京都 広島県竹原市の魚問屋 

頼家と交流のあった「鍵屋」の遺した家訓 

江戸時代、商人たちの経営理念が見える 

 

● 広く知られる頼山陽肖像画も齋藤家蔵 ● 

 会員の一人、木村素子さんから「正行には直接関係はないのですが、私の祖母は竹原市の齋藤家の出身で、頼家とは盛

んな交流があったようです。」と、竹原市・竹原市教育委員会が開催した展示会に齋藤家が寄附・提供した古文書のコピー

をお預かりしました。写真：齋藤家蔵頼山陽肖像画 

 齋藤家は、屋号を「鍵屋」と称し、魚問屋を商っていました。5代目の宗三郎（寛保2年1742、87歳没）は、村役人と

して村政にも貢献した鍵屋の経営理念を示す家訓（「書き置き」）を遺しています。以下、紹介します。 
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この書き置きは、齋

藤家5代目宗三郎が、

家族や親族間、本家や

分家の間でもめ事が

起こらないようにと、

息子弥三郎、孫周三郎

に遺したものです。 

江戸期の家長の苦

労がうかがえます。 



 

 表頁「書き置き」の釈文と、意訳文です 

 竹原市は、近世、製塩業等で栄え、経済的に発展した町

で、学問や文化への関心を高め、頼三兄弟や頼山陽を輩出

しました。 

 文化繁栄の裏に、商人の大きな支えがあったことがこの

書き置きから伺えます。 

 いずれも当時の展示会資料からの転載です。 


